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受賞で無言の圧力から解放

　昨年、私は日本薬学会賞を受賞し
ました。この賞は薬学会で最も権威
ある賞であり、薬学部に所属してい
る研究者の多くがこの賞を目指して
います。その賞をいただいたのです
から大変な名誉でありうれしかった
のですが、実はほっとした気持ちも
ありました。
　というのも、私が学生のときに所
属していた大阪大学薬学部の研究室
では、当時の教授と准教授、そして
助手を務められていた先生方がその
後、皆この賞を受賞されていたから
です。私は「君もいずれ受賞しなさ
い」という無言のプレッシャーを感
じ続けていて、今回の受賞でそのプ
レッシャーからようやく解放されま
した。
　私は高校生のとき、五教科の中で
化学が一番好きでした。分子が変化
したり結晶ができたり、目に見える
変化が起きることに面白さを感じて
いたのです。だから、大学に進学す
るときには、化学を専攻しようと決
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酵素と遷移金属という異種の触媒を組み合わせるという独自の発想で、
有機化合物の新しい合成法の開発に取り組んできた赤井周司氏。

その独創性が評価され昨年日本薬学会賞を受賞した赤井氏は、リスクを取って挑戦することの重要性を強調する。

リスクを恐れず、
もっともっとアクティブに
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めました。化学は工学部、理学部、
薬学部などいくつかの学部で学ぶこ
とができます。将来医薬品をつくる
仕事に関われたら大勢の人の役に立
てるだろうと考えた私は、薬学部を
選びました。

興味を持った２つのテーマ

　私は大阪大学の薬学部に入り、大
阪大学で大学院の博士課程に進み、
博士の学位を得ました。そして日本
学術振興会特別研究員として研究を
続けた後、自分が学生のときに所属
していた研究室の助手に採用されま
した。
　大学に職を得た私は、これからど
のような研究を行おうかと、いろい
ろ思いを巡らせていました。その１
つとして、遷移金属触媒を使った反
応開発に興味がありました。ノーベ
ル賞を受賞された野依良治先生や鈴
木章先生も、遷移金属触媒を使って
さまざまな反応を開発する研究をさ
れていました。日本は遷移金属触媒
の研究では世界トップクラスの実績

を上げており、新しい研究成果が
次々に生まれていました。
　一方、リパーゼにも関心を持って
いました。リパーゼは種々の生物の
体内にあり、脂質を加水分解する消
化酵素です。有機化学的にうまく使
うと右手型と左手型がある分子、す
なわち鏡像異性体を分離できること
が報告されていました。
　この酵素を有機合成にもっと活用
できないかと漠然と考えていたので
すが、扱った経験がなかったため、
ずっと手つかずの状態でした。そん
なとき、ある日、研究室の教授に呼
ばれ、研究室のOBがリパーゼを使
う研究で博士論文をまとめるので、
興味があれば手伝ってほしいといわ
れたのです。

酵素と遷移金属を
組み合わせるという発想

　すでに世界中で多くの研究者が取
り組んでいた遷移金属の研究分野に
後から割り込んでいって自分のオリ
ジナリティを生み出すのは容易では
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ありません。酵素の研究にも魅力を
感じていた私はOBに協力する道を
選びました。
　当時、野依先生は講演会などで「自
然界の酵素を超える触媒をつくり出
したい」とよくおっしゃっていまし
た。酵素は自然が生み出した非常に
高性能な触媒で、ごく微量で大量の
物質を高選択的に変換することがで
きます。ただ、分子量が非常に大き
いし、１つの酵素が変換できる物質

（化合物）は限られているというの
が通説です。野依先生は、酵素より
ずっと小さな分子で酵素と同等、も
しくはそれ以上の働きができ、さま
ざまな化合物に適用できる人工の触
媒をつくり出せば、化学合成の世界
が変わると力説されていました。私
は野依先生とは視点を変えて、酵素
をうまく使いこなすことができれば
いいのだと考え、酵素の研究に取り
組んできました。
　しばらくして、私は酵素と遷移金
属を組み合わせたらもっと面白いこ
とができるのではないだろうかとひ
らめきました。ちょうどその頃、ス
ウェーデンのある著名な先生がその
ような論文を発表しており、それに
触発されたのかもしれません。そし
て、2000年頃から新たに研究をスタ
ートさせました。

独自性ある研究への思いが
「二刀流」の原点

　その頃は遷移金属を使う研究者は
遷移金属だけを、酵素を使う人たち
は酵素だけを使う研究をしていまし
た。私はもともと複雑な分子構造を
持つ天然の有機化合物をフラスコ内
で合成する研究をしていたため、遷
移金属についてもある程度知識と経
験がありました。加えて、どのよう
な新反応をつくり出せば価値がある
かということがわかっていたので、
自然由来の酵素と人工の遷移金属を
組み合わせるという独自のフィール
ドを開拓することができたのだと思

必要になりました。
　通常の化学反応で薬の有効成分を
合成すると、右手型と左手型の１：１
混合物が生じます。前述した私の反
応は、この混合物を必要な１つの鏡
像異性体に変換できるのです。この
方法が製薬産業に役立てば幸いです。
　酵素と遷移金属を使った私の研究
は今風にいえば二刀流ですが、その
原点にあるのは人の二番煎じではな
く、オリジナリティのある研究をし
ようという思いです。日本薬学会賞
を受賞することができたのも、遷移
金属と酵素を組み合わせるという、
他の研究者が手がけていない道を選
んだからこそだと思います。
　すでにほかの人が取り組んでいる
研究の後を追えば、自分の研究も割
とスムーズに進みます。大勢の研究
者が参加している花形分野なら周り
から注目されやすいですし、競争が
激しいとお互いに論文を引用し合い
ますから、一人の研究者が発表した
論文が引用される総数が上がり、研
究者としての評価が高くなることが
多いのです。
　一方、新しいことに挑戦しようと

います。そして、独自に作成した遷
移金属触媒と酵素を混合して利用す
ることで、有機合成反応の可能性を
広げることができました。特に右手
型と左手型がある分子（鏡像異性体）
を単に分離するのではなく、鏡像異
性体の混合物の状態を１つの鏡像異
性体に100%で変換する反応開発に
成功したのです。
　1960年頃、サリドマイド薬害事件
が起こりました。サリドマイドは
1950年代末から60年代初めに、世界
の十数カ国で販売された鎮静・催眠
薬の名前です。妊娠初期の妊婦さん
がサリドマイドを服用したことで、
四肢に奇形を持つ新生児が多数生ま
れました。サリドマイドには右手型
と左手型があって、当時は両者の１：
１混合物として使用されていました。
このうちの片方の分子（鏡像異性体）
に胎児に奇形を起こす作用があるこ
とが後に判明しました。この事件以
降、新薬を開発する際には、両方の
鏡像異性体について各々薬理作用と
副作用を調べ、少しでも副作用の心
配があるときは、薬効を示す鏡像異
性体のみを高純度で合成することが
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あかい・しゅうじ　1960年、兵庫県生まれ。大阪大
学薬学部製薬化学科卒業、同大大学院薬学研究科博
士後期課程修了、薬学博士。日本学術振興会特別研
究員、大阪大学薬学部助手、同大大学院薬学研究科
准教授、静岡県立大学薬学部教授などを経て2013
年より現職。趣味は野菜づくり。自宅の庭でトマト、
キュウリ、ゴーヤなどをつくっている。植える前に
土を60センチほど掘り起こすのが、おいしい野菜
をたくさんつくるコツだという。

［第20回松籟科学技術振興財団研究助成受賞］

世界に飛び出していけば
必ず何かを得られるはずです。

難しくなっています。この状況を変
えない限り、日本の科学技術力の低
迷を止めることはできないでしょう。

失敗の経験も自分の力に

　私は1997年、米国マサチューセッ
ツ工科大学（MIT）に留学した経験
があります。このときは、研究室の
運営、研究の進め方、学生の自主性
など日米の違いをいろいろな場面で
体感しました。最近の学生や若い研
究者は留学に消極的だと聞きますが、
若いときこそどんどん海外に行って
見聞を広めてほしい。
　最近私は、年に２回ほど海外の学

すると、手間も時間もかかります。
それでいて、成功するかどうかはま
ったくわかりません。リスクがあり
ます。しかし、研究で一番大事なの
はオリジナリティだと私は考えてい
ます。
　最近、国内の学会連合の有志が、
政府から配分される研究費の倍増を
求める署名活動を始めました。私も
この活動には大賛成です。欧米諸国
や中国に比べてわが国では、多くの
大学で研究費が不足しています。また、
大学教員が大学運営、書類作成など
の業務に多くの時間を取られ、オリ
ジナリティが高い研究に時間をかけ
てじっくりと取り組むことが極めて

会に出席しています。その中で、時
間があればスーパーマーケットなど
に行ったりします。現地の人の生活
を肌で知ることができるからです。
研究の役に立つかどうかわかりませ
んが、大切なのは何でもいいので好
奇心を持ち、積極的に行動すること
です。
　残念ながら、日本人は全体調和を
重んじ、人と違うことをしたり、リ
スクを取ることにしり込みする傾向
があります。新しいことに挑戦する
と、失敗することも多いでしょう。
けれども、その経験から学んだこと
を自分の力として蓄えていけば、き
っと次のチャンスが来るはずです。
おそらく、企業もそういう人こそ必
要としているのではないでしょうか。
　最近、スポーツの世界では海外で
活躍する若い日本人が増えました。
そういう人の活躍を見ていると、こ
ちらも幸せな気分になり、元気にな
ります。しかし、次代を担う人が、
他人の活躍を見て喜んでいるだけで
はいけません。活躍の場、チャンス
は人それぞれにあります。自分がで
きること、興味があることに真剣に
取り組み、世界に飛び出していけば、
必ず何かを得られるはずです。もっ
ともっとアクティブに行動し、何か
を生み出し現状を変える努力をして
ください。

Message for next generation

静岡県立大学薬学部時代、実験室にて


